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会報・会誌委員会 
 

一 発行のねらい 

  上小教育機関誌としての「会報・会誌」の編集、発行を通して、上小教育会の決定事項や事業内 

容を会員に伝達すると共に、会員相互の理解や研鑽の場を提供する。 

 

二 編集方針 

 １ 会報「上小教育会報」２５６号、２５７号、２５８号の発行 

(1) 上小教育会の決定事項、事業の内容や会暦等を会員に報告する。 

(2) 学習指導委員会・調査研究等委員会の計画と研究の歩みを掲載する。 

(3) 教育現場における今日的課題やあり方等の会員の意見を掲載する。 

(4) 会等を考慮して、会員に依頼した執筆原稿を掲載する。 

(5) 前会員、郡外の先生方からの寄稿も掲載する。 

 ２ 会誌「上小教育」６３号の発行 

(1)  教育会総会、菅平夏季大学、論説、研究、教育実践、随想、同好会の歩み、支会だより、 会

暦、視察報告等を掲載。 

(2) 支会、学校等を考慮し、執筆原稿を集め掲載する。 

   ※会報・会誌共に、教育の専門職に携わる教職員の機関誌にふさわしい、質の高いものにする。 

 

三 発行と発行内容 

 １  会報「上小教育会報」２５６号 １２ページ 令和元年７月１７日発行 

  ○巻頭言 共に学び合いましょう   小山 喜博 会長（以下敬称略） 

  ○退職者だより 

   ・前向きに            宮下 幹敏 

    ・教育会学んだこと        大槻 肇 

  ○表彰された先生方 

  ○今年の抱負 

  ○定期総会会員意見発表 

・子どもたちが楽しさや喜びを実感しながら、道徳的な価値の自覚を深める指導はどうあった

らよいか。 

～「特別の教科 道徳」の指導とその評価のあり方～  染野 充好 柿沼 宏直 

  ○上小教育会定期総会 講演会感想 

  ○「新会員の抱負」「あの目・この目」「教育の広場」等を掲載 

  ○学習指導研究委員会・調査研究等委員会の研究計画、委員名簿、上小教育会役員・年間計画 

   同好会 
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 ２  会報「上小教育会報」２５７号 ８ページ 令和元年１０月１日発行 

○巻頭言 自ら学ぶということ       荻原 敏行 副会長  

○「教育の広場」「教室の窓」 

○菅平夏季大学特集 受講報告・感想等を掲載 

 

 ３ 会報「上小教育会報」２５８号 ８ページ 令和元年１２月発行 

  ○巻頭言 「やりたいです！」に励まされて   滝沢克子  

○学習指導研究委員会・調査研究等委員会 研究の歩み 

○「教育の広場」「教室の窓」「あの目・この目」等を掲載 

 

 ４ 会誌「上小教育」６３号 約３００ページ 令和元年３月上旬発行予定 

○巻頭言                           小山 喜博 会長 

○菅平夏季大学 

 芸術 「音楽は人の心をつなぐ ～学校教育の中の合唱という文化～」松井 孝夫 先生 

歴史 「上田藩女改帳にみる女たち」               尾崎 行也 先生 

自然科学 「野鳥を通して日本の自然と文化を考える」       中村 浩志 先生 

スポーツ「２０２０から始まる体育・スポーツ」          内田 匡輔 先生 

教育 「発達障害の理解と、どの子も輝くユニバーサルデザインの教育」 

京極 澄子 先生 

哲学 「木村素衞におけるイデアと救済 ―教師の仕事を導くもの、支えるもの―」 

西村 拓生 先生 

  ○郡外通信  橋詰文彦  田中菜穂子  中村和彦  久保田俊也 

  ○以上の他に「論説」「研究」「教育実践」「随想」「同好会の歩み」「寸感」「支会だより」 

「視察報告」「会暦」「石井鶴三美術資料室だより」等を掲載した。 

 

四 反省とまとめ 

 １ 今年度は、小学校７名、養護学校１名で活動をおこなった。原稿依頼と原稿集めを分担してお

こなうので、各支会１名の委員は必要。 

  ２ 原稿集めはすべて電子メールで行い、確実に処理することができた。会報・会誌はそれぞれ、発

行号ごとに、３人でチーム編成し、企画・収集・校正を行い、また、委員全員で原稿依頼・割り

付けをした。分担をはっきりさせることによって、短時間で会報・会誌を制作することができた。 

 ３ 副委員長が会合通知・委員長補佐、写真係が写真編集、会計係が会計・郵送を行い、役員とし

て中心になって進めた。常に役員と世話係と委員長が相談を重ね、作業が確実に進んだ。 

 ４ 年間１２回の委員会は委員の負担となっている。委員会の時間を短時間で済ませるために、委

員長が事前準備をしておく必要もある。少しでも、負担軽減となるよう、会報の発行を年間３

回から２回に改めていきたい。 

 ５ 菅平夏季大学の講演会については、記録的な意味であるならば、講師名及び演題を残すことで

省略し、浮いてくる大きな金額を、教育会会員に還元できるほかの事業に充てる方向を検討した

い。 

６ 教育会総会、夏季大学の時には、記録係として活動をおこなってきた。 
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７ 会報は年３回（７月・１０月・１２月）発行し、会誌は年１回（３月発行予定）であった。教

育会役員・世話係・代議員・執筆会員・教育会館職員・信教印刷の方々の協力により、充実した

機関誌となった。心から感謝申し上げます。 

 

五 委員名簿 

推進係  福澤 行雄  第一中学校長 
委員長  大日向洋介  武石小学校 
副委員長 宮崎 花衣  中塩田小学校 
会計郵送 山際 美和  川西小学校 
記録   小林 健   長小学校 
     村山 聖   清明小学校 
     小林 邦彦  和小学校 
     古越みゆき  上田養護学校 
     武田 敦子  丸子北小学校 
   


